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今月の手話
能美市『能美市』の手話表現を知っていますか？

①人差し指・中指・薬指の３本指でひらがなの「の」を書く。
②指文字「シ」の表現

　能美市誕生 15 周年の令和２年、新しい手話表現「能

美市」が生まれました。これまで「能美市」という手話

単語はなく、手の形を音声言語に対応させた “指文字”

で「ノ」「ミ」「シ」と表現していました。

　能美市誕生 15 周年の記念の年にあわせ、市内在住の

ろう者（手話を第一言語とする人）が集まり、「能美市」

の手話表現を作りました。旧３町（根上町・寺井町・辰

口町）が仲良く寄り添っているように見える “市章” か

らイメージした表現となっています。

　井出市長が、１月に開催された聴覚障害関係団体合同

新年会で初めて「能美市」の手話表現を使用し、挨拶を

しました。

　その後、能美市議会本会議の手話通訳など様々な場面

で使用されるようになりました。

　新しい手話表現「能美市」を、市民みんなで使って大

きく成長させましょう♪

問 /福祉課（☎ 58‐2230  FAX 58‐2294）

①

　加賀藩窯だった「若杉窯」が明治８年（1875）廃窯したあと、同じエリアの能美郡八
幡村（現在の小松市八幡）に松原新助（1846 ～ 1899）という工人が素地と絵付けの分
業制を提唱して新窯をつくりました。それは明治の貿易九谷の素地制作を専門に請け負
うためで、試行錯誤の末、熱効率の良い西洋式の窯を取り入れた窯元となりました。貿
易九谷はジャパンクタニとも呼ばれ、煌びやかな色絵磁器で形は皿鉢や花瓶のみならず、
東洋趣味のオブジェとしての器物が欧米の屋敷内に飾り映えするため求められました。
実用品に形を借りた飾り物、調度品でした。中でも大香炉には優れた絵付けだけでなく、
素地自体に大きな特徴がありました。それは蓋の摘みなどに、龍などの動物や唐人物の
大きめの陶彫を取り付けたのでした。そのために松原新助は金沢や他県などからわざわ
ざ高名な彫刻師を窯に雇い入れ、やがて彫刻の部分だけの原型を作り、それを製品とし
たところから、八幡エリアが今日に至って九谷焼の置き物産地として有名になっていっ
たのです。

【展　示】

■創造美術会陶芸部展（緑の間）　～１月 17 日（日）
■第 5回九谷ぬり絵コンテスト 作品展　（ロビーギャラリーおよび紫の間）　～ 12 月 25 日（金）

※入館に際しては、基本的感染対策　（マスクの着用・検温・手洗い等）にご協力をお願いします。

問い合わせ　能美市九谷焼美術館｜五彩館｜（☎ 58‐6100 FAX 58‐6086）

九谷焼の作品や催しを紹介！

◆入館料　一般 430 円・75 歳以上 320 円・高校生以下無料（五彩館と浅蔵五十吉記念館の共通券です）◆ 
※年末年始（12 月 28 日～１月４日）は休館します。　※九谷ぬり絵コンテスト 作品展は入場無料です。

いしかわ動物園にズームイン！

　いしかわ動物園の一番奥まった高台に、動物病院があります。ここは一般の方の立ち入りが制限されたエリアで、

年に数回実施する裏側探検ツアーや、遠足・学習活動などで訪れる小学生・団体の見学以外で開放することはあ

まりありません。

　ここの主は、もちろん獣医。動物園には５人の獣医がおり、日々、園内で暮らす動物たちの健康管理や治療に

当たっています。また、当園の取り組みとして、怪我をして保護された野生動物の治療・野生復帰にあたる他、

新たにやって来た展示動物の検疫、施設見学に訪れた団体への説明、死亡動物の原因究明など、観覧通路を歩く

だけでは決して目に見えない活動を数多く行っています。

　当園の獣医には、病気や怪我を治療する “腕” 以外にも、標本を作製する特殊技能や見学者を楽しませる話術な

ど、多岐にわたる能力が求められています。

動物病院を訪ねて■

文：いしかわ動物園

Zoo

みんなの図書館

スマイルショップ

きたむら さとし [ 作 ]
岩波書店

おとうとのたからもの

小手鞠 るい [ 作 ]
岩崎書店

貯めたおこづかいを持って、町
へ買い物にいった男の子。目を
輝かせながら町を見てまわり、
何を買おうか考えていました。
ところが、ハプニングが起きて、
コインが穴に落ちてしまいまし
た。落ち込む男の子でしたが…。

小学２年生のあおいは本が苦手。でも、弟の冬馬はいつも
絵本を読んでいる。風邪をひいて寝込んでいる冬馬の手に
も、やっぱり絵本が。あおいには、どうしてそんなに絵本
が大切なのかわからず…。姉弟のあたたかな物語。

おすすめの絵本

※開館時間、休館日については、ホームページ、
各図書館だよりをご覧ください。

犬がいた季節

伊吹有喜 [ 著 ]
双葉社

ある日、高校に迷い込んだ子犬。
生徒と学校生活を送ってゆくな
かで、その瞳に映ったものとは
…。昭和から平成、そして令和へ。
いつの時代も変わらぬ青春のき
らめきや切なさを描く。

おすすめの一般書 おすすめの児童書

骨格標本の作製診療室を紹介治療・検査を行う
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赤絵金彩人物図大香炉（摘み部分）　
明治中期

能美市ホームページから

「能美市聴覚障害者と共に歩む会」が作成

した紹介動画をご覧いただけます。

ぜひアクセスしてみてください♪

期間　12月５日（土）～令和３年２月１日（月）
対象　市内在住の小学生以下の方
台紙は各図書館にあります。
夏に配布した台紙も継続して使えます。

②

＋ 能美市=

押

手話表現：能美市聴覚障害者と共に歩む会代表　加藤 康士 さん

今月のコラム「九谷焼陶彫（置き物）事始め」

五彩館からのお知らせ

赤
絵
金
彩
鍾
馗
像
大
香
炉
（
摘
み
部
分
）
明
治
中
期
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したいこと、能美市だったら叶うかもしたいこと、能美市だったら叶うかも わがまち自慢  ～人物編～

昨年の環境フェスタもたくさんの親子連れが会場に訪れました。
ステージイベントではバンド演奏や手品ショー、紙ヒコーキ飛ばし大
会などが行われ、会場は大いににぎわいました。

活動 15 周年を迎えた本年、能美市民環境ネットワーク
は多年にわたり石川県の環境の保全に尽力されたとし
て、「ふるさと石川環境保全功労者表彰」を受賞しました。

能
美
市
民
環
境
ネ

ト
ワ

ク
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
団
体
は
、
能
美
市
が
合
併
し
た

平
成
17
年
に
、
そ
れ
ま
で
別
々
に
エ
コ

活
動
を
行

て
い
た
市
民
団
体
や
企
業

が
集
ま

て
発
足
し
ま
し
た
。
私
は
も

と
も
と
仕
事
で
、
大
気
や
水
の
汚
れ
を

調
査
し
た
り
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る

エ
コ
活
動
を
提
案
し
た
り
と
、
環
境
保

全
に
携
わ

て
い
ま
し
た
の
で
、
環
境

問
題
に
興
味
が
あ
り
、
一
市
民
と
し
て

こ
の
団
体
に
参
加
し
ま
し
た
。

能
美
市
民
環
境
ネ

ト
ワ

ク
の
メ

イ
ン
の
活
動
は
、
年
一
回
行
う
「
環
境

フ

ス
タ
」
の
主
催
で
す
。「
菜
の
花

フ

ス
タ
」
と
言
う
名
前
で
長
年
開
催

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
に
、
市

や
事
業
者
と
広
く
連
携
し
て
開
催
す
る

た
め
に
リ
ニ

ア
ル
し
た
の
が
今
の

環
境
フ

ス
タ
で
す
。

フ

ス
タ
で
は
、
環
境
○
×
ク
イ
ズ

な
ど
の
ス
テ

ジ
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、

企
業
・
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
行

て
い
る

環
境
保
全
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
展

示
ブ

ス
や
、
体
験
コ

ナ

、
フ
リ

マ

ケ

ト
な
ど
、
子
ど
も
も
大
人

も
楽
し
め
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま

す
。
来
場
者
の
皆
さ
ま
が
、
環
境
問
題

や
エ
コ
活
動
に
つ
い
て
の
具
体
例
を
見

た
り
、
実
際
に
触
れ
た
り
し
て
、
エ
コ

の
気
持
ち
を
持
つ
き

か
け
に
な
れ
ば

と
思

て
い
ま
す
。

環
境
問
題
の
解
決
と
い
う
の
は
、
お

お
げ
さ
な
も
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
小
さ
な
こ
と
か
ら
意
識
を

持
ち
、
エ
コ
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
思

て
い
ま
す
。
今
年
は
残
念

な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
環
境
フ

ス
タ
を
開
催

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
も
活
動

を
続
け
、
エ
コ
の
輪
を
拡
げ
て
い
き
た

い
と
思

て
い
ま
す
。

能美市民環境ネットワーク会長

東 浩一 さん

File32 　下徳山町
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File31 　中ノ江町

白寿会の会員と町内会役員が参加する法名講の様子。亡くなっ
た方々の法名を連記した大きな掛軸を掲げ、法要を行います。

北川憲一さん（右）白寿会会長

南 昭憲さん（左）町内会長

巻物になっている御消息。少年会や白寿
会など各団体ごとに所持しています。少
年会の御消息には、人生で困難に直面し
た際の考えについて記されています。

南
さ
ん
　

中
ノ
江
町
で
は
昔
か
ら
町
民

同
士
の
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
の
場
の

一
つ
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
御

講
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
近

年
で
は
少
年
会
（
子
ど
も
会
）
と
壮
年

団
、
そ
れ
よ
り
上
の
世
代
の
方
が
集
ま

る
白
寿
会
が
、
年
に
１
回
、
報
恩
講
を

行
う
こ
と
に
加
え
、
先
祖
と
故
人
に
感

謝
す
る
法
要
で
あ
る
法
名
講
を
行

て

い
ま
す
。
御
講
は
町
民
が
集
ま
る
良
い

機
会
に
な

て
お
り
、
終
わ

た
後
は

各
々
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
法
名
講

と
少
年
会
の
報
恩
講
は
明
治
時
代
か
ら

続
い
て
お
り
、
１
０
０
年
以
上
の
歴
史

が
あ
り
ま
す
。

北
川
さ
ん
　

少
年
会
の
報
恩
講
は
全
国

で
も
珍
し
い
行
事
で
す
。
私
た
ち
も
子

ど
も
の
頃
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

南
さ
ん
　

少
年
会
は
元
々
、
仏
教
少
年

会
と
い
う
名
称
で
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

健
全
な
生
活
を
し
よ
う
と
い
う
考
え
が

根
底
に
あ
り
、
か
つ
て
は
子
ど
も
だ
け

で
月
２
回
公
民
館
に
集
ま
り
、
最
近
し

た
良
い
行
い
な
ど
の
報
告
を
し
て
い
ま

し
た
。今
も
続
い
て
い
る
報
恩
講
で
は
、

お
参
り
の
最
後
に
御
消
息
を
ご
住
職
が

読
み
上
げ
ま
す
。
御
消
息
は
仏
の
教
え

が
記
さ
れ
た
手
紙
で
、
日
ご
ろ
の
生
活

の
指
針
と
さ
れ
る
も
の
で
す
。

北
川
さ
ん
　

少
年
会
の
子
ど
も
た
ち
は

月
に
１
回
神
社
の
清
掃
も
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
昔
は
相
撲
大
会
や
火
の
用
心

の
夜
警
な
ど
も
少
年
会
で
行

て
い
ま

し
た
が
、
今
は
少
子
化
や
生
活
環
境
の

変
化
で
継
続
が
難
し
く
な

て
し
ま
い

ま
し
た
。

南
さ
ん
　

少
子
化
や
時
代
の
流
れ
で
無

く
な

た
り
簡
略
化
さ
れ
た
り
し
た
行

事
も
あ
り
ま
す
が
、
報
恩
講
の
よ
う
な

歴
史
の
あ
る
も
の
を
町
内
と
し
て
も
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私

た
ち
の
世
代
が
地
道
に
続
け
る
こ
と

で
、
次
の
世
代
に
つ
な
が

て
い
く
と

信
じ
て
い
ま
す
。
先
祖
が
築
い
て
き
た

伝
統
と
文
化
と
い
う
も
の
を
大
事
に
守

て
い
き
た
い
で
す
。

中ノ江町の歴史をよく知る


